
生
い
た
ち

一
八
六
三
(
文
久
一
己
年
三
月
一
 
0
日
、
父
鎌

田
收
、
母
亀
尾
の
次
男
と
し
て
、
熊
本
市
坪
井
町
に

①

生
れ
た
。
の
ち
(
一
ハ
ハ
ニ
年
)
に
原
田
林
平
(
熊

本
県
山
鹿
郡
上
永
郡
上
永
野
)
の
許
に
養
子
と
な

②

り
、
原
田
姓
を
名
の
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
徴

兵
令
で
は
長
男
は
徴
兵
を
免
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
徴
兵
を
さ
け
て
学
究
を
つ
づ
け
る
九
め
形
式
的

に
原
田
家
に
入
っ
九
。
彼
と
同
時
代
に
同
志
社
で
学

ん
だ
安
部
磯
雄
や
岸
本
能
武
太
な
ど
も
同
様
の
理
由

3

で
改
姓
し
て
い
る
。

竹
崎
茶
堂
の
主
宰
す
る
稔
日
新
堂
で
一
八
七
三

助

(
明
治
六
)
年
か
ら
一
八
七
四
(
明
治
七
)
年
に
か

④

け
て
学
ん
だ
の
ち
、
熊
本
洋
学
校
に
お
い
て
し
・
L
・

ゼ
ー
ン
ス
の
下
で
研
錨
を
つ
ん
だ
が
、
同
校
が
、
一

八
七
六
(
明
治
九
)
年
に
廃
校
と
な
っ
た
の
で

八

七
八
年
に
嘉
悦
氏
房
が
新
設
し
た
熊
本
広
取
英
知
学

校
に
学
び
、
一
八
七
九
年
に
第
一
回
生
と
し
て
同
校

⑤

を
璽
し
九
。
こ
の
間
、
一
八
七
八
(
明
治
二
)

年
三
月
一
六
日
に
認
め
九
作
文
が
あ
る
が
、
そ
の
題

は
「
成
業
は
勉
強
ニ
ア
リ
L
 
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
「
人

幼
年
ノ
時
ハ
専
ラ
学
業
ヲ
勉
強
シ
他
日
必
ズ
世
上
ノ

⑥

公
利
ヲ
計
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
の
べ
て
い
る
。
原

⑦

田
助
は
、
一
三
歳
の
と
き
に
父
を
な
く
し
、
変
転
の

同
志
社
に
学
ぷ

一
八
八
0
 
(
明
治
一
)
年
に
、
京
都
に
出
て
同

志
之
英
学
校
に
学
ん
だ
従
兄
に
あ
九
る
森
田
久
万

人
の
紹
介
で
D
 
・
 
W
 
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
に
紹
介
さ
れ
、

彼
の
日
詣
の
教
師
を
つ
と
め
、
月
三
円
を
給
料
と

し
て
受
取
る
よ
う
に
な
っ
九
。
同
志
社
に
お
い
て
、

新
島
襄
を
は
じ
め
、
宣
教
師
九
ち
や
先
輩
教
師
た
ち

の
指
導
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
く
し
、
伺
年
一
 
0
月
二
五
呂
の
口
、
記
に
つ
ぎ
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

、

午
前
八
時
第
二
公
会
二
行
ク
市
原
氏
説
教
、
助
始

8

、
、
メ
テ
基
督
教
ノ
真
理
能
ク
心
二
徹
シ
得
タ
リ

翌
、
一
九
八
一
(
明
治
一
四
)
年
五
月
一
日
、
当

時
新
島
宅
で
開
か
れ
て
い
た
京
都
第
二
公
会
で
洗
礼

を
う
け
九
。
当
日
の
説
教
は
、
そ
の
こ
ろ
、
同
志
社

女
学
校
の
教
頭
を
し
て
い
九
宮
川
経
却
が
な
し
、
新

島
条
教
会
の
主
意
と
仏
仰
の
箇
条
を
器
し
、
ゴ

ー
ド
ン
宣
教
師
が
洗
礼
を
授
け
九
。
そ
の
の
ち
、
ラ

ー
ネ
ッ
ド
の
司
式
に
よ
っ
て
聖
獲
式
が
も
た
れ
た
。

原
田
助
と
と
も
に
当
日
、
洗
礼
を
う
け
た
の
は
、
新

、
一
亀

島
嬰
の
母
冨
、
片
桐
清
治
、
三
宅
荒
毅
、
池
袋
清

時
代
に
対
処
す
る
為
、
若
い
と
き
に
修
業
す
べ
き
こ

と
を
、
一
入
白
戒
し
て
い
九
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

竹中正夫

同志社人物誌

原田

(60)
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風
、
木
村
経
夫
の
五
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
、
片
桐

清
治
は
水
沢
の
出
身
で
、
の
ち
に
仙
台
教
会
の
牧
師

を
つ
と
め
た
人
で
、
そ
の
次
男
哲
と
凉
田
助
の
長
女

芳
子
が
一
九
二
0
年
七
月
二
四
日
結
婚
式
を
あ
げ
て

い
る
。
な
お
、
一
一
宅
荒
毅
は
、
同
志
社
を
卒
業
し
た

の
ち
米
国
に
て
神
学
を
修
め
、
天
満
教
会
で
牧
会
、

伝
道
に
あ
九
り
、
ま
た
、
日
本
基
督
伝
道
会
社
社

長
や
大
阪
基
督
教
青
年
会
会
長
な
ど
を
つ
と
め
て
い

た
。
彼
は
三
七
歳
の
若
さ
で
、
一
九
0
二
年
に
早
逝

し
た
。
ち
な
み
に
、
彼
の
妻
と
な
っ
九
川
本
夏
子

は
、
原
田
の
妻
佐
喜
子
の
姉
で
あ
っ
九
。

一
八
八
0
 
(
明
治
一
一
己
年
か
ら
一
八
八
四
(
明

治
一
七
)
年
に
及
ぷ
黒
社
の
生
活
に
お
い
て
原
田

助
が
得
た
も
の
に
二
つ
ぁ
っ
た
。
一
つ
は
キ
リ
ス
ト

教
の
信
仰
で
あ
り
、
他
は
す
ぐ
れ
九
友
人
九
ち
で
あ

ナ彼
の
同
級
生
に
は
、
第
一
期
生
の
人
び
と
に
遜
色

の
な
い
人
材
が
多
く
あ
っ
九
。
堀
貞
一
、
辻
密
太
郎
、

杉
田
潮
、
上
原
方
立
、
綱
島
佳
吉
、
井
手
義
久
の
よ

う
に
す
ぐ
れ
九
牧
師
と
な
っ
た
人
た
ち
、
大
西
祝
、

村
上
直
次
郎
、
屯
山
昇
な
ど
の
よ
う
に
学
界
、
教
育

界
に
貢
献
し
九
人
な
ど
が
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
学
業
に
励
む
と
と
も
に
、
し
ば
し
ぱ
公

開
の
演
説
会
を
開
き
、
ま
た
寮
の
生
活
を
共
に
し
な

が
ら
、
お
互
い
の
人
格
形
成
を
は
か
っ
九
。
在
学
中

の
彼
の
日
記
に
、
大
西
祝
と
の
興
味
深
い
對
話
が
あ

る
。
彼
ら
は
互
い
に
喜
が
人
生
に
お
い
て
い
か
に

重
要
で
あ
る
ら
壽
り
あ
っ
た
の
ち
に
、
一
生
の
事

業
に
つ
い
て
'
し
、
つ
ぎ
に
、
人
問
の
品
性
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
し
あ
っ
て
い
る
。

大
西
次
デ
日
ク
余
ノ
岩
二
最
モ
希
望
ス
ル
所
ハ

少
シ
ク
ヨ
R
紅
鳥
⑳
三
q
 
ヲ
養
成
セ
ヨ
、
所
謂

ヨ
0
益
一
伽
益
=
ル
Φ
長
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
人
云
ハ
ズ

シ
テ
服
ス
ル
ノ
徳
望
ヲ
積
ム
コ
ト
甚
ダ
必
要
ナ
リ

ト
思
フ
ナ
リ
、
助
日
ク
甚
ダ
然
リ
、
(
中
略
)
余
モ

頃
日
ヨ
0
益
一
0
ず
N
岳
0
一
段
ナ
ク
ン
バ
如
何
二
辞
ア

リ
弁
ア
ル
モ
其
カ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
痛
感
ス
云
々
、
嵯

今
日
ハ
如
何
ナ
ル
日
ゾ
ヤ
予
ハ
一
ノ
良
友
ヲ
得
タ

リ
是
レ
神
ノ
誘
導
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
。

原
田
助
の
残
後
、
故
人
を
偲
ん
で
追
悼
会
が
も
九

と
き
、
平
安
教
会
の
牧
師
を
し
て
い
九
山
口
金
作

は
、
「
人
問
の
品
性
は
神
の
最
大
傑
作
で
あ
る
0
 
こ
の

課
で
故
人
〔
原
田
助
〕
の
品
性
を
見
れ
ば
、
正
に

神
の
栄
光
を
顕
は
す
も
の
と
し
て
尊
敬
を
禁
じ
得
な

⑩

い
も
の
が
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
原
田
助
が
、
学

生
時
代
か
ら
品
性
の
向
上
に
つ
と
め
て
き
た
こ
と
を

あ
わ
せ
て
考
え
る
と
興
眛
あ
る
こ
と
ば
で
あ
る
0

一
八
八
三
(
明
治
一
六
)
年
一
 
0
月
か
ら
、
同
志

社
に
籍
を
お
い
九
ま
ま
、
新
島
の
要
請
に
よ
っ
て

神
戸
英
和
女
学
校
(
現
神
戸
女
学
校
)
で
教
鞭
を
と

り
、
翌
年
六
月
同
志
社
英
学
校
余
料
を
卒
業
し
た
0

な
お
、
卒
需
文
の
題
は
「
文
学
卜
宗
教
ノ
関
係
」

で
あ
っ
た
。

1883(明治16)年、同志社在学中後列左端が本人
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一

'

'
、

?
一
゛

、

有
す
る
人
の
番
町
教
会
の
牧
師
と
な
れ
る
を
喜

ぷ
、
和
し
て
而
し
て
流
れ
ず
、
中
立
し
て
而
し
て

遍
せ
ず
と
は
け
だ
し
原
田
氏
の
主
義
と
す
る
処
な

、
わ
ん
か
。

平
安
教
会
で
は
、
ち
ょ
う
ど
二
0
周
年
に
あ
た
っ

て
原
田
助
牧
師
を
中
心
に
新
会
堂
を
建
築
す
る
気
運

が
す
す
み
、
一
八
九
七
年
三
月
に
献
堂
式
な
ら
ぴ
に

⑫

二
0
周
年
記
念
式
典
を
催
し
九
。
一
八
九
八
(
明
治

三
一
)
年
六
月
、
原
田
は
平
安
教
会
を
辞
し
て
神
戸

教
会
に
赴
任
し
た
。
神
百
教
会
は
二
度
目
の
牧
会
で

会
員
た
ち
も
原
田
を
支
持
し
、
原
田
の
国
際
的
な
性

格
が
神
戸
の
町
と
よ
く
あ
い
教
会
は
着
実
な
進
展
を

な
し
た
。
就
任
の
翌
年
か
ら
『
教
会
月
報
』
を
刊
行

し
、
教
会
員
相
互
の
交
流
を
は
か
る
よ
う
に
つ
と
め

た
。
神
戸
在
任
中
、
一
九
0
0
年
に
は
万
国
共
励
会

々
長
F
・
E
・
ク
ラ
ー
ク
を
迎
え
て
神
戸
で
日
本
連
合

共
励
会
第
八
回
大
会
を
神
戸
で
開
催
し
、
同
年
八
月

ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
万
国
共
励
会
大
会
に
出
席
、

ま
た
一
九
0
五
年
に
は
中
国
に
お
け
る
共
励
会
大
会

及
び
中
国
教
育
会
大
会
に
出
席
の
た
め
中
国
に
旅
行

し
、
朝
鮮
を
訪
問
し
て
桐
国
し
、
一
九
0
六
年
に

は
、
印
度
基
督
教
宵
年
会
同
盟
の
招
き
に
ょ
っ
て
元

田
作
之
進
と
と
も
に
二
月
か
ら
五
月
ま
で
印
度
各
地

で
講
演
を
な
し
九
。
そ
の
記
録
に
み
る
と
、
「
H
講

た
神
戸
の
青
年
会
の
指
導
者
の
慧
眼
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
弱
冠
三
丑
成
の
原
田
に
は
す
で
に
指
導
者
と

な
る
素
質
が
備
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
明
治
二
こ
年
よ
り
三
年
問
、
シ
カ

一
ハ
ハ
ハ

ゴ
神
学
校
及
び
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
学
び
一
八
九
一
年

に
イ
ェ
ー
ル
大
学
よ
り
B
・
D
・
(
神
学
士
)
の
学
位

を
得
て
帰
国
し
、
同
年
三
月
か
ね
て
ょ
り
婚
約
し

て
い
た
川
本
佐
喜
子
と
神
戸
に
お
い
て
結
婚
式
を
挙

げ
九
.
。
一
八
九
0
年
彼
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
学
ん
で

い
た
と
き
の
日
本
人
留
学
生
の
写
真
が
あ
る
が
そ
れ

に
よ
る
と
、
松
方
幸
次
郎
、
森
田
久
万
人
、
市
原
盛

宏
、
樺
山
資
英
、
谷
村
.
一
佐
、
湯
浅
吉
郎
、
重
見
周

吉
、
原
田
助
な
ど
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

帰
国
後
、
原
田
は
相
つ
い
で
三
つ
の
教
会
の
牧
会

に
あ
た
っ
た
。
一
つ
は
、
番
町
教
会
(
一
八
九
二
年

t
一
八
九
五
年
)
、
二
番
目
は
、
平
安
教
会
(
一
八
九

六
年
2
一
八
九
八
年
)
、
三
番
目
は
、
神
戸
教
会
(
一

八
九
八
年
t
一
九
0
六
年
)
で
あ
っ
た
。
番
町
教
会

は
、
前
仕
者
、
金
森
通
倫
が
新
神
学
に
走
っ
て
辞
任

し
、
無
牧
で
あ
っ
た
の
で
、
堅
実
な
神
学
思
想
を
外

国
で
学
ん
だ
原
田
を
歓
迎
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ

て
い
る
。
余
輩
は
今
此
神
学
争
論
の
喧
し
き
時
に
於
て
、

原
田
氏
の
如
き
寛
厚
に
し
て
且
堅
貞
な
る
信
仰
を

.

一
、

憾

.

、
.

.

争

一

、

.

゛
、

ー
、
.

教
会
の
指
者
と
し
て

同
志
社
を
卒
業
し
た
の
ち
、
神
戸
教
会
の
仮
牧
師

と
な
り
、
一
八
八
五
年
五
月
按
手
礼
を
う
け
て
牧
師

と
な
っ
た
。
翌
年
五
月
に
神
戸
基
督
教
青
年
会
が
結

成
さ
れ
た
と
き
推
さ
れ
て
初
代
会
長
と
な
っ
た
。
同

志
社
を
卒
業
し
て
問
も
な
い
青
年
牧
師
を
会
長
と
し

.

.

、

、

、

コ

一

"4

鶏、、

1,
'

、、.

、

昆,4

1884(明治17)年、神戸女学院在職中、後列左から二人目原田
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演
及
び
諸
集
会
百
十
回
、
⇔
元
田
又
は
原
田
一
人
宛

の
演
説
回
数
七
十
四
回
、
国
聴
衆
三
万
七
百
三
十
六
⑬

名
、
四
最
大
聴
衆
一
千
名
、
国
訪
問
都
市
二
士
一
」

と
あ
り
、
同
じ
ア
ジ
ア
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
交
換

と
し
て
き
わ
め
て
大
き
な
反
粋
を
よ
ん
だ
こ
と
が
う

か
か
え
る
。

原
田
助
は
各
個
教
会
の
有
力
牧
師
で
あ
っ
た
の
み

で
な
く
、
日
本
組
合
基
督
教
会
に
お
い
て
も
、
一
九

宏
吉
 
0
0
年
に
は
、
幹
事
、
一
九
三
五
年
か

盛
周
、
こ
.
一

原
見
ら
会
長
を
四
期
つ
と
め
、
ま
た
第
一
 
0

市
丞

回
組
合
教
会
総
会
議
長
と
し
て
、
『
日
本

目
目
人
人
基
督
伝
道
会
社
略
史
L
(
明
治
三
一
年
)

6
7

を
編
集
し
出
版
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

組
合
教
会
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
か

ら
独
立
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問
題
や
、

同
志
社
の
綱
領
改
正
に
と
も
な
う
ア
メ

り
力
・
ボ
ー
ド
と
の
話
し
あ
い
な
ど
に

お
い
て
は
、
原
田
助
が
交
渉
の
委
員
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
彼
が
宣
教
師
た
ち
の
信
頼
を
得

則

鴇
ゞ

'

新
聞
』
と
『
六
合
雑
誌

に
『
六
合
雑
誌
』

て
ミ
、

稿
し
て
い
る
。

良
心
の
本
源

信
仰
箇
条
の
改
正
に
就
て
三
云
号

の
編
集
を
手
伝
い
、
と
く

つ
ぎ
の
よ
う
な
論
文
を
寄

基
督
の
所
謂
神
の
王
国

文
活
動

同
志
社
時
代
の
原
田
助
の
働
き
を
の

べ
る
前
に
、
彼
の
文
筆
活
動
に
ふ
れ
て

お
き
た
い
。

米
国
か
ら
帰
っ
て
番
町
教
会
の
牧
会

に
あ
九
り
な
が
ら
、
原
田
は
、
『
基
督
教

ニ
ニ
七
号
 
M
部
・
5

基
督
の
所
謂
神
の
王
国
(
承
前
)

一
三
八
号
 
M
部
・
6

シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ヘ
ル
の
性
行

一
四
二
号
 
M
部
.

一
四
四
号
 
M
部
.

八
五
号
 
M
幻

朱
氏
神
学
概
論

朱
氏
神
学
概
論
(
承
前
)

●
1

M
部
・
 
3

一
四
六
号
 
M
部
・
2

神
学
界
の
波
潤
及
び
其
帰
趣
一
五
二
号
 
M
部
・
8

宗
教
的
道
徳
の
性
質
一
五
四
号
 
M
部
・
m

実
践
道
徳
の
中
心
問
題

一
五
七
号
 
M
釘

.
ー

耶
無
教
駁
議
を
読
む
(
其
こ
一
五
九
号
 
M
即
・
3

殴
教
駁
議
を
読
む
(
其
二
)
一
六
一
号
 
M
釘
・
5

'_ふ、
゛ー

'.

前列左から2人目

後列左から1人目

1890(明治13)年、米国工ール大学日本人留学生

松方幸次郎、 4人目森田久万人、 5人目本人、

樺山資英、 4人目谷村一佐、 6人目湯浅吉郎、

て

い

た
こ
と
を
物
U口

て

い
る

12 10
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耶
鮴
教
駁
議
を
,
忠
(
甚
己
一
六
二
号
 
M
舒
・
6

耶
鮴
教
駁
議
を
読
む
(
其
四
)
一
六
四
号
 
M
舒
・
8

耶
鮴
教
駁
議
を
読
む
(
結
論
)
一
六
五
号
 
M
勿
・
9

宗
教
の
定
義
を
論
ず
一
七
0
号
 
M
記
.
2

宗
教
と
社
会
の
関
係
一
七
五
号
 
M
祁
.
フ

社
会
的
基
督
教
の
本
領

近
時
の
基
督
論
に
就
て

一
八
九
号
 
M
即
・
9

一
九
六
号
 
M
即
・
4

基
督
の
現
世
論

基
督
教
の
社
会
的
傾
向
を
論
ず

一
九
八
号
 
M
即
・
6

磯
雄
、
樂
能
武
太
な
ど
が
社
会
主
義
の
旗
色
を
鮮

明
に
し
『
六
合
雑
誌
に
論
陣
を
張
っ
て
ゅ
く
の
に

比
し
て
、
原
田
助
の
論
文
は
穏
健
な
啓
蒙
的
な
か
た

ち
で
、
宗
教
と
社
会
の
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ

る
0
こ
の
時
代
の
原
田
の
信
仰
の
立
場
を
あ
ら
わ
す
も

の
と
し
て
信
仰
要
領
』
(
明
治
三
七
年
)
と
い
う
小

冊
子
が
あ
る
。
一
年
の
問
に
三
版
を
重
ね
九
と
こ
ろ

を
み
る
と
可
成
り
広
く
読
ま
れ
九
も
の
と
思
わ
れ

る
0
そ
の
こ
ろ
、
親
し
か
っ
九
横
井
時
雄
と
共
著
で

『
日
本
の
道
徳
と
基
督
教
』
(
警
醒
社
、
明
治
二
五
年
)

を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
原
田
は
、
「
国
家
主
義

と
基
督
教
」
(
第
三
章
)
、
「
日
本
従
来
の
道
徳
と
基
督

教
L
(
第
四
章
)
の
二
卓
を
執
筆
し
、
横
井
は
「
日
本

人
民
の
徳
育
問
題
」
(
第
姦
早
)
、
「
忠
孝
と
基
督
教
」

(
第
二
章
)
、
「
道
徳
修
養
に
於
け
る
社
交
の
勢
」
(
第

五
草
)
の
三
章
を
担
当
し
て
い
る
。
憲
法
制
定
教
育

勅
語
発
布
の
あ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
が
わ
が
国
の
旧
来

の
道
徳
思
想
に
反
す
る
と
い
う
批
判
に
こ
た
え
て
キ

リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら
弁
証
を
し
九
も
の
で
あ
る
。

従
来
か
ら
原
田
助
の
著
作
の
中
に
『
耶
鮴
之
時
代
』

(
明
治
四
0
年
)
が
含
め
ら
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
い

う
と
、
こ
れ
は
訳
本
で
あ
り
、
原
著
は
ド
イ
ツ
の
聖

こ
の
う
ち
「
良
心
の
本
源
」
は
渡
米
留
学
前
の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
留
学
か
ら
帰

つ
た
後
の
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
学
問
的
手
法
を
と

り
い
れ
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
性
に
立
っ

て
、
一
方
で
は
新
神
学
に
対
し
、
他
方
で
は
日
本
の

伝
統
的
思
想
に
対
す
る
と
い
う
弁
証
的
な
も
の
が
主

流
を
し
め
て
い
九
。
後
半
に
は
宗
教
と
社
会
に
つ
ぃ

て
の
論
文
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
村
井
知
至
、
安
部

言
ぢ
 
M
鈴

●
1

書
学
者
マ
ル
チ
ン
・
サ
イ
デ
ル
(
冨
曾
一
昔
 
m
含
烏
一
)

に
よ
る
も
の
で
、
原
著
は
独
文
で
、
原
田
は
英
訳
の

も
の
か
ら
訳
出
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
の
時
代
的
背
景

を
手
堅
く
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

神
月
教
会
の
第
二
期
の
牧
会
に
携
っ
て
い
た
と

き
、
原
田
助
は
、
『
基
督
教
世
界
の
主
幹
を
つ
と
め

た
0
 
彼
の
茅
譜
估
仰
と
理
想
』
(
警
醒
社
、
明
治
四

二
年
)
は
、
そ
の
こ
ろ
原
田
が
書
き
誌
し
九
小
論
、

随
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
「
祖
先

崇
拝
論
」
「
基
督
教
の
日
本
に
於
け
る
使
命
」
「
日
本

人
の
性
質
と
基
督
教
」
な
ど
今
日
的
課
題
を
扱
っ
た

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

同
志
社
の
を
負
っ
て

一
九
0
七
年
(
明
治
四
0
)
年
、
同
志
社
は
、
神

戸
教
会
牧
師
原
田
助
を
同
志
社
社
長
と
し
て
迎
え

た
0
 
そ
の
こ
ろ
同
志
社
は
混
迷
の
中
に
あ
り
、
衰
退

の
状
況
に
あ
っ
た
。
一
八
九
0
年
代
後
半
の
同
志
社

は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
の
決
裂
、
同
志
社
通

則
中
の
綱
領
の
削
除
と
復
元
、
さ
ら
に
一
八
九
九
年

の
文
部
省
零
第
三
号
な
ど
に
み
ら
れ
る
反
動
期

の
教
育
行
政
へ
の
対
応
な
ど
で
小
崎
弘
道
、
横
井
時

雄
は
相
つ
い
で
辞
任
し
、
そ
の
あ
と
を
う
け
つ
ぃ
だ

西
原
清
東
、
片
岡
健
吉
、
下
村
孝
太
郎
は
何
れ
も
暫

ノ＼
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時
で
そ
の
任
を
去
り
、
原
田
は
内
外
か
ら
請
わ
れ
て

社
長
に
就
任
し
た
。
「
自
ら
の
不
肖
不
徳
を
顧
み
る
に

遍
あ
ら
ず
、
知
己
の
言
に
感
じ
敢
て
天
命
を
信
じ
其

言
に
従
は
む
の
み
。
」
と
い
う
の
が
決
意
で
あ
り
、
「
十

)
、
゛

年
の
命
を
縮
む
る
の
覚
悟
」
で
そ
の
任
に
あ
九
る
よ

う
に
な
っ
九
。
こ
う
し
て
、
彼
は
、
一
九
一
九
年
一

月
に
辞
任
す
る
ま
で
一
一
亙
の
問
、
同
志
社
の
再
建

の
た
め
全
力
を
尽
し
て
あ
た
っ
九
。
彼
は
就
任
し
て

年
三
月
二
九
日
)
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
立

学
の
精
神
の
復
興
と
と
も
に
、
彼
は
新
島
の
悲
願
で

あ
っ
た
同
志
社
大
学
の
設
立
を
計
画
し
、
そ
の
実
現

の
九
め
に
、
校
友
、
教
職
員
が
一
致
共
同
し
て
大
学

基
本
金
(
五
0
万
円
)
の
募
集
運
動
を
お
こ
す
こ
と

を
提
唱
し
た
。
原
田
の
よ
び
か
け
は
、
沈
滞
し
て
い

九
学
内
外
に
新
し
い
希
望
を
お
こ
し
、
と
く
に
校
友

た
ち
の
間
に
は
積
極
的
に
協
力
を
な
す
機
運
が
生
れ

⑮

て
き
た
。

半
年
後
に
、
「
同
志
社
の
現
状
及
び
将
来
の
希
望
」
と

い
う
小
冊
子
を
出
し
、
同
志
社
の
現
状
を
把
握
し
、

そ
の
課
題
を
あ
げ
、
さ
ら
に
そ
の
改
善
の
方
策
を
公

表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
同
志
社
に
は
、
普

通
学
校
に
四
七
0
人
、
神
学
校
に
三
五
人
、
専
門
学

校
四
八
人
、
女
学
校
一
七
0
人
計
七
二
三
人
の
生
徒

が
あ
り
、
経
常
の
収
入
は
三
0
、
七
三
0
円
、
支
払

三
二
、
六
0
一
円
で
差
引
二
、
八
七
一
円
の
不
足
金

が
あ
っ
九
。

同
志
社
の
改
善
策
と
し
て
、
原
田
は
先
づ
同
志
社

が
立
学
の
精
神
を
再
確
認
し
、
新
島
襄
の
「
大
学
設

立
旨
意
」
の
実
現
の
た
め
、
一
致
協
力
し
て
あ
た
る

よ
う
に
よ
び
か
け
た
。
現
在
で
も
同
志
社
は
創
立
記

念
日
に
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
を
抜
粋
し
て

読
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
原
田
助
が
社
長
に
就
任
し

て
始
め
て
迎
え
た
三
二
回
創
立
記
念
日
(
一
九
0
七

海
外
に
お
け
る
働
き

こ
の
問
、
原
田
助
は
、
か
ね
て
か
ら
依
頼
さ
れ
て

い
た
ハ
ー
ト
フ
ゞ
ー
ド
神
学
校
に
お
い
て
ラ
ム
ソ
ン

講
演
(
げ
伽
ヨ
m
含
一
ゆ
0
=
昂
m
)
を
な
し
、
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
に
お
け
る
国
際
宙
教
会
'
(
一
三
ゆ
ヨ
N
二
0
昆
一

室
m
曾
0
冨
q
 
δ
0
ミ
巴
今
0
巴
に
出
席
す
る
た
め
、
一

九
一
0
年
四
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
外
国
に
出
張
し

た
。
往
路
シ
ベ
り
や
を
経
て
モ
ス
ク
ワ
に
赴
き
、
ト

ル
ス
ト
イ
を
訪
問
し
歓
談
を
な
し
、
ベ
ル
リ
ン
を
絲

て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
向
っ
た
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議

は
、
今
世
紀
の
エ
キ
ユ
メ
ン
カ
ル
運
動
の
出
発
点
と

な
っ
た
歴
史
的
な
会
議
で
、
原
田
助
は
、
本
多
庸

一
、
千
藥
勇
五
郎
と
と
も
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加

し
、
二
回
に
わ
た
っ
て
講
演
を
し
て
い
る
。
一
つ

は
、
「
日
本
人
に
訴
え
る
キ
リ
ス
ト
教
φ
響
と
そ
の

生
活
の
諸
要
素
」
(
↓
ず
ゆ
器
で
R
甜
 
0
{
 
9
門
豆
台

如
o
m
で
ゅ
一
曾
ル
 
9
二
m
二
山
=
=
{
ゆ
子
丹
 
N
で
で
ル
山
一
一
0
〕
山
'

や
§
船
)
、
も
う
一
つ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
の
体
〔
世
界

の
教
会
)
に
お
け
る
非
キ
リ
ス
ト
教
民
族
の
貢
献
」

(
6
0
ヨ
ニ
ず
仁
二
0
=
 
0
{
§
・
δ
豆
m
一
曾
墨
§
一
0
 
子
ゆ

如
§
 
0
{
 
9
牙
一
)
と
い
う
も
の
で
、
当
時
き
わ
め

て
少
数
で
あ
っ
九
第
三
世
界
の
若
い
教
会
の
声
を
代

弁
す
る
も
の
で
あ
っ
九
。
こ
の
会
議
に
先
立
っ
て
、

原
田
助
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
か
ら
L
L
 
・
 
D

(
法
学
博
士
)
の
名
誉
学
位
を
受
領
し
て
い
る
。
そ
の

折
り
に
名
誉
学
位
を
受
け
た
人
び
と
は
、
原
田
助
の

ほ
か
、
イ
ン
ド
の
指
導
才
チ
ャ
タ
ジ
ー
博
士
、
米
国

の
ロ
バ
ー
ト
.
ス
ヘ
ン
サ
ー
博
上
、
カ
ン
タ
バ
リ
ー

大
僧
正
、
セ
ス
・
ロ
ー
元
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
総
長
、

そ
れ
に
ジ
,
ン
・
R
 
・
モ
ッ
ト
議
長
な
ど
錚
々
た
る

人
び
と
で
あ
っ
た
。

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
に
お
け
る
ラ
ム
ソ
需

ハ

演
は
、
二
年
前
に
依
頼
さ
れ
九
も
の
で
、
原
田
助
は

八
回
に
わ
た
っ
て
「
日
本
の
信
仰
」
(
↓
ず
n
剛
曾
子
又

〕
§
巳
と
題
し
て
謝
演
し
九
。
八
回
月
倫
演
を

終
え
て
、
彼
は
こ
、
嵒
し
て
い
る
。

今
夕
は
無
事
に
八
回
倫
演
を
終
え
実
に
電
荷

を
卸
せ
し
心
地
す
。
齒
ら
講
演
の
不
十
分
な
る
を
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な
お
、
こ
の
講
演
は
一
冊
の
英
文

の
書
物
と
な
っ
て
、
マ
ッ
ク
ミ
ラ
ン

社
か
ら
一
九
一
四
年
に
出
版
さ
れ
、

八
回
に
わ
た
る
講
演
を
外
器
で
な

す
と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
労
苦
と

準
備
が
い
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト

、ノ

フ
*
ー
ド
か
ら
一
九
一
 
0
年
九
月
二

二
日
付
に
原
田
助
が
妻
佐
喜
子
に
宛

て
た
書
簡
は
、
準
備
の
苦
心
を
伝
え

て
い
る
。一
咋
年
来
夢
寝
に
も
忘
れ
ら
れ

な
か
っ
た
当
校
の
講
演
も
遂
に
本

、

目
男
日
よ
り
開
始
午
後
四
時
半
開
会
マ

ツ
ケ
ン
ジ
ー
博
士
の
紹
介
に
て
本

日
序
論
日
本
宗
教
概
説
を
無
事
演

左

、人

了
す
。
聴
衆
は
学
校
の
職
員
学
生

詞前
本

外
に
男
女
聴
衆
を
も
併
せ
て
百
名

足
ら
ず
と
覚
え
候
。
(
中
略
)
講
演
の
準
備
に
付

て
は
随
分
骨
折
り
候
、
米
国
着
以
来
就
中
最
後
の

Y
、

感
ず
る
も
、
諸
方
よ
り
好
評
を
耳
に
す
る
は
稍
々

⑰

心
を
慰
す
る
に
足
れ
り

二
岻

か
っ
て
は
学
ん
だ
国
で
あ
る
と
は

電

一
ケ
月
に
八
回
の
講
演
を
起
草
し
た
る
訳
に
て
日

日
八
、
九
時
問
働
き
申
候
、
最
後
の
二
週
問
は
昼

食
を
パ
ン
と
水
に
て
済
ま
し
た
位
に
て
一
ケ
月
内

に
約
半
年
の
仕
事
を
仕
上
げ
た
り
と
云
ふ
も
差
支

な
く
、
幸
に
し
て
鈴
木
吉
満
氏
非
常
に
助
力
せ
ら

れ
是
れ
こ
そ
夫
の
賜
物
に
て
御
座
候
、
時
に
は
期

日
迄
に
間
に
合
ふ
ゃ
と
心
配
致
し
夜
中
目
醒
め
て

⑲

睡
ら
れ
ざ
り
し
こ
と
も
あ
り

こ
の
講
演
の
前
後
彼
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
か
ら

D
・
D
・
(
神
学
博
士
)
の
名
誉
学
位
を
う
け
、
イ
ニ

ー
ル
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ア
ー
モ
ス
ト
大

、ノ

学
、
シ
カ
ゴ
大
学
な
ど
で
講
演
を
し
て
い
る
。
な
お

帰
途
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
財
団
を
訪
閻
し
、
同
志
社
へ
の

募
金
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

で
は
こ
と
わ
ら
れ
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
財
団
で
は
、
と
り

あ
え
ず
五
千
ド
ル
の
寄
附
を
う
け
九
。
な
お
、
一
九

三
年
八
月
一
七
日
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
夫
人
か
ら
電
報

が
あ
り
同
志
社
に
十
万
ド
ル
の
寄
附
を
す
る
と
い
う

通
知
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
と
き
の
原
田
の
訪

問
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

交
通
の
便
が
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
不
便

な
当
時
に
お
い
て
は
、
外
国
は
巡
に
遠
い
国
で
あ
っ

た
。
使
命
を
帯
び
て
外
国
に
赴
く
場
合
も
「
外
遊
」

1912(明治45)年5月20日、同志社大学開校式記念

田所文部省学務局長、徳富猪一郎氏、大森京都府知事、長谷場文部大臣、

久原京都大学総艮、グリーン博士、小崎牧師、宮川牧師
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と
い
わ
れ
、
異
国
に
閑
日
を
楽
し
む
様
に
う
け
と
ら

れ
が
ち
で
あ
っ
九
。
さ
き
に
あ
げ
九
原
田
の
海
外
渡

航
は
重
要
な
使
命
を
党
び
た
旅
で
あ
っ
九
。
そ
の
上

大
学
設
立
の
課
題
を
か
か
え
て
い
九
故
に
、
出
立
の

当
初
か
ら
「
海
外
旅
行
中
若
し
母
校
の
為
め
何
も
の

を
為
す
能
は
ざ
れ
ぱ
余
は
同
志
社
を
辞
す
べ
し
」
と

の
決
意
を
表
明
し
て
の
旅
立
ち
で
あ
っ
九
。

大
学
の
設
立
と
苦
悩

帰
国
後
大
学
設
立
基
金
募
金
の
九
め
東
奔
西
走
の

努
力
を
な
し
、
つ
い
に
一
九
ご
亙
五
月
に
同
嘉

大
学
の
開
校
式
を
盛
大
に
挙
行
す
る
に
至
っ
た
。
原

田
助
の
下
に
、
同
志
社
は
飛
躍
的
進
展
を
と
げ
た
。

い
ま
原
田
の
就
任
前
の
一
九
0
六
年
と
九
年
後
の
統

計
を
比
較
す
る
と
、
学
生
数
に
お
い
て
は
、
一
九
0

六
年
に
四
九
二
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
一
五
年

に
は
、
一

五
四
九
名
、
約
三
倍
と
な
り
、
学
校
経

、

費
は
、
ニ
ハ
、
一
一
三
二
円
か
ら
八
九
、
二
四
四
円
、
約

託
倍
と
な
り
、
財
産
も
三
六
六
、
0
八
二
円
か
ら
、

三
五
七
、
0
四
四
円
、
約
M
倍
と
な
る
な
ど
、
そ

⑳

の
規
模
は
格
段
と
大
き
く
な
っ
九
。
ま
た
、
内
外
の

学
識
者
が
大
学
や
同
志
社
の
諸
学
校
で
謝
演
を
な
し

活
況
を
呈
し
た
か
に
み
え
た
が
、
急
成
長
の
か
げ
に

あ
つ
れ
●

は
、
そ
れ
な
り
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
叫
蝶
が
あ

り
、
一
九
一
七
年
か
ら
翌
年
に
わ
た
る
粉
擾
を
み
る

に
至
っ
た
。

従
来
か
ら
黒
社
の
主
流
を
占
め
て
い
た
中
学
.

普
通
学
校
の
人
び
と
は
、
同
寝
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
徳
育
を
根
幹
と
す
る

立
学
の
精
神
が
稀
薄
に
な
る
こ
と
を
憂
い
、
校
長
を

兼
務
し
て
い
る
社
長
は
、
各
学
校
の
教
育
担
当
者
と

接
触
し
、
校
外
の
仕
事
を
ひ
か
え
て
、
学
生
、
生
徒

の
徳
育
教
育
に
力
を
そ
そ
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

一
方
大
学
は
形
だ
け
は
大
学
と
し
て
開
校
し
た
も

の
の
専
任
教
授
の
数
や
そ
の
待
遇
、
専
攻
学
科
、
図

杏
設
備
な
ど
に
お
い
て
不
充
分
で
あ
っ
九
。
一
九
一

四
年
に
は
学
生
九
ち
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
も
っ
て
問
題

の
提
起
を
行
っ
九
。
そ
の
背
後
に
は
、
大
学
の
研
究

設
備
の
充
実
の
み
で
な
く
、
大
学
に
お
け
る
学
問
研

究
の
自
由
の
確
保
を
求
め
る
大
学
教
員
の
主
張
が
あ

ナ他
方
、
校
友
た
ち
は
、
当
初
は
、
原
田
の
大
学
開

校
を
積
極
的
に
支
援
し
て
来
た
が
、
大
学
が
発
足
す

る
に
つ
れ
て
、
学
問
の
独
立
、
研
究
の
自
由
の
主
張

が
な
さ
れ
る
反
面
に
、
同
志
社
の
立
学
の
精
神
が
形

骸
化
さ
れ
、
長
年
同
志
社
の
教
育
に
尽
力
し
て
来
た

人
び
と
が
学
園
を
去
っ
て
ゅ
く
の
を
み
て
、
原
田
社

長
の
統
率
力
を
批
判
す
る
に
至
っ
た
。

原
田
助
の
日
記
を
み
る
と
、
外
遊
か
ら
帰
っ
て
来

て
間
も
な
く
、
す
で
に
彼
の
悶
々
九
る
苦
悩
を
記
し

て
い
る
。

四
月
二
十
日
〔
一
九
二
年
〕

苦
悶
々
々
、
何
人
か
之
を
知
る
。
予
が
健
康
も

精
神
も
到
底
永
続
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。
解
決
の
途

は
飽
く
ま
で
消
極
か
。
又
は
積
極
的
に
大
に
発
展

せ
ん
と
す
る
か
の
二
途
に
あ
る
の
み
。
試
み
に
思

へ
ば
同
志
社
に
於
け
る
、
普
通
学
校
の
み
に
て
優

人
前
の
仕
事
な
り
。
之
に
加
わ
る
に
神
学
校

に及
び
専
門
学
校
の
あ
る
あ
り
、
又
女
学
校
も
予
が

監
督
を
難
る
べ
か
ら
ず
。
而
か
も
事
務
に
関
し
て

は
椅
子
の
新
調
、
庭
木
の
植
替
え
、
増
俸
要
求
、

公
債
価
格
の
上
下
に
至
る
ま
で
相
談
を
受
け
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
更
に
最
近
起
れ
る
募
金
運
動
、
学
校

発
展
策
の
み
に
て
も
、
予
が
全
力
を
尽
し
て
尚
ほ

足
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
他
而
絶
え
ず
精
神
的
指

導
者
と
し
て
叢
の
人
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
0
 
斯

く
て
仮
令
予
が
健
康
は
続
く
と
し
て
も
、
予
は
精

神
上
遂
に
衰
類
の
人
と
な
ら
む
か
。
鳴
呼
苦
悶
々

々
。
幸
に
し
て
予
は
愛
の
袖
を
忘
る
る
能
は
ず
0

予
が
伺
情
の
親
友
あ
る
こ
と
を
忘
る
る
能
は
ず
0

予
は
更
に
積
極
的
に
大
開
展
の
途
を
講
ぜ
ら
る
べ

九
0
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努
力
で
は
乗
り
越
え
る
こ
と
の
難
し
い
課
題
で
あ
っ

一
九
一
八
年
一
0
月
、
寄
附
行
為
の
改
正
の
結
果

理
事
会
に
お
い
て
選
挙
が
行
わ
れ
て
、
原
田
助
は
総

長
に
就
任
し
た
が
、
先
述
の
三
者
三
様
の
主
張
の
対

立
は
、
収
拾
し
が
た
い
紛
擾
と
な
り
、
彼
は
三
ケ
月

の
の
ち
辞
任
す
る
に
及
ん
だ
。
辞
任
に
あ
た
っ
て
、

彼
は
自
ら
の
不
明
不
徳
を
謝
し
、
責
を
一
身
に
負
っ

て
一
切
の
弁
解
が
ま
し
い
言
辞
を
の
べ
な
か
っ
九
。

『
同
志
社
時
報
』
(
一
六
言
ぢ
)
は
、
「
非
難
に
対
し
従

容
た
る
総
長
の
態
度
は
君
子
を
あ
ざ
む
か
ず
」
と
の

⑳

べ
送
別
の
言
葉
と
し
た
。

@

か
ら
ず
。

行
間
に
み
ら
れ
る
原
田
の
苦
悶
の
姿
を
察
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
原
田
は
消
極
的
に
な
っ
て
一
歩
退
か

ず
む
し
ろ
積
極
的
に
前
進
し
て
い
っ
た
。
同
志
社
の

多
岐
に
わ
た
る
諸
学
校
の
運
営
は
、
一
人
の
指
導
者

に
よ
っ
て
兼
務
出
来
な
い
程
の
広
が
り
を
も
っ
て
い

た
0
 
そ
こ
に
は
、
急
激
に
増
大
し
た
組
織
の
制
度
的

矛
盾
が
あ
っ
九
。
そ
れ
は
、
単
な
る
善
意
や
個
人
的

ま
で
一
一
亙
に
わ
た
っ
て
ハ
ワ
イ
大
学
の
東
洋
研
究

の
発
展
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
。

一
九
二
0
年
、
原
田
助
が
ハ
ワ
イ
大
学
に
赴
任
し

九
と
き
は
、
日
本
語
な
ら
び
に
日
本
史
の
担
当
教
授

と
し
て
、
籾
級
日
本
語
、
中
級
日
本
語
、
そ
し
て
日

本
文
学
の
三
こ
ー
ス
を
担
当
し
た
。
一
九
二
三
年
に

は
、
そ
の
他
に
二
つ
の
コ
ー
ス
、
上
級
日
本
語
と
、

日
本
文
学
の
上
級
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。
そ
の
上
、

同
年
か
ら
大
学
の
歴
史
学
科
の
一
員
と
な
り
、
日
本

史
の
講
義
を
担
当
し
、
さ
ら
に
、
一
九
二
七
年
か
ら

は
、
東
洋
宗
教
史
の
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。
こ
れ
ら

を
一
人
で
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
か
っ
た
0
 
彼
が
い
か
に
精
力
的
に
活
動
し
た
か

を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
九
三
一
年
に
、
大
学

は
そ
の
必
要
を
認
め
、
国
本
譲
二
を
日
本
研
究
部
門

の
教
員
と
し
て
採
用
し
、
日
本
語
の
コ
ー
ス
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
原
田
は
、
日
本
文
学
、

日
本
文
学
古
典
研
究
演
習
、
日
本
近
代
史
、
東
洋
宗

教
史
の
課
目
を
担
当
し
て
い
る
。
原
田
助
は
こ
れ
ら

の
働
き
を
通
し
て
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
お
け
る
日
本
研

＼ノ

究
の
基
礎
を
築
く
九
め
の
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
。

一
九
二
八
年
か
ら
一
九
四
0
年
に
わ
た
っ
て
ハ
ワ

イ
大
学
の
学
生
た
ち
が
フ
レ
ン
ド
平
和
奨
学
金
の
フ

エ
ロ
ー
と
し
て
同
志
社
で
一
年
な
い
し
二
年
の
研
究

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
働
き

同
志
社
を
去
っ
た
原
田
助
は
、
一
九
一
九
(
大
正

八
)
年
五
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
、
一
年
間
、
海
外

に
講
演
旅
行
に
赴
い
た
。
帰
途
ハ
ワ
イ
に
寄
っ
た
お

り
、
ハ
ワ
イ
伝
道
百
年
黒
会
に
出
席
し
、
ハ
ワ
イ

大
学
の
デ
ィ
ン
総
長
と
出
あ
い
、
そ
れ
が
縁
と
な
っ

て
一
九
二
0
年
八
月
ハ
ワ
イ
大
学
に
招
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
当
時
ハ
ワ
イ
大
学
は
単
科
大
学
か
ら
総

合
大
学
に
移
行
し
、
東
洋
部
を
設
け
た
と
き
で
、
原

田
助
は
そ
の
籾
代
の
教
授
と
し
て
招
鴫
さ
れ
九
。
彼

九
三
二
年
九
月
、
健
康
の
都
合
で
辞
任
す
る

は
、 0
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を
な
し
、
一
九
三
0
年
に
は
、
同
志
社
大
学
の
学
生

が
四
名
が
ハ
ワ
イ
に
来
て
親
善
弁
論
大
学
に
出
席
す

冉

1

曾

ノ・
V
ず

迅

.
,

る
な
ど
ハ
ワ
イ
大
学
と
同
志
社
大
学
は
き
わ
め
て
親

命

密
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は

原
田
助
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
原
田
の
働
き
の
中
か
ら
阪

巻
駿
三
、
篠
田
稔
な
ど
の
ハ
ワ

イ
大
学
の
日
本
研
究
を
担
当
す

る
新
進
の
学
徒
が
生
れ
、
彼
ら

が
原
田
の
後
を
継
い
で
日
本
研

究
を
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
0
原
田
助
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
に

、ノ

お
け
る
教
育
、
研
究
の
ほ
か
に
、

太
平
洋
関
係
研
究
所
(
↓
哥

一
=
m
二
一
仁
一
ゆ
 
0
{
ヤ
山
0
一
小
0
 
刈
ゆ
一
仙
.

念
0
易
)
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

一
九
二
五
年
、
一
九
二
七
年
お

よ
び
一
九
二
九
年
の
会
議
に
出

席
し
貢
献
を
し
て
い
る
。
一
九

二
七
年
の
会
議
で
は
、
「
ハ
ワ
イ

に
お
け
る
日
本
人
の
地
位
ー
ニ

@

世
の
直
面
す
る
課
題
」
に
つ
い

て
、
一
九
二
九
年
の
会
議
に
は
、

「
日
本
人
の
性
格
と
キ
リ
ス
ト

、
,

》

゛

工

卑

.
B 、

、

、

、

t
、

"

6
W

ヤ

令
移
W
,
.
"

ニ
~
、
.

フ
:
ユ
ー

ψ往

J

マ

ゾ

」
、

一
一

家
庭
と
晩
年

原
田
助
は
妻
佐
喜
子
と
の
問
に
五
男
六
女
を
与
え

ら
れ
た
。
佐
喜
子
は
一
八
七
二
(
明
治
五
)
年
、
兵

庫
県
三
田
に
生
れ
、
父
川
本
泰
年
は
三
田
藩
の
藩
医

で
あ
り
、
母
操
は
、
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
に
神

丙
教
会
で
受
洗
、
彼
女
も
幼
時
洗
礼
を
う
け
、

一
八

八
六
年
に
神
戸
教
会
で
信
仰
告
白
を
な
し
た
。
多
事

多
端
を
き
わ
め
九
夫
君
を
助
け
、
子
女
の
養
育
を
な

し
、
多
く
の
人
び
と
に
感
化
を
与
え
た
。
子
女
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
あ
っ
て
両
親
の
精
神
を
継
承
し

た
。
長
男
健
(
一
八
九
二
年
2
一
九
七
三
年
)
は
、

同
志
社
普
通
学
校
を
卒
え
、
三
直
東
大
に
学
び
、

J

↑

教
1
日
本
人
の
倫
理
的
性
格
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
説

⑳
、
.
、

と
の
比
較
」
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
し
て
い
る
0

一
九
三
二
年
九
月
、
原
田
助
は
健
康
の
都
合
で
ハ

ワ
イ
大
学
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
田
の
ハ

ワ
イ
大
学
に
お
け
る
貢
献
を
憶
え
ハ
ワ
イ
大
学
は
彼

に
L
L
 
・
D
 
(
法
学
博
士
)
の
名
誉
学
位
を
お
く
る

と
共
に
、
名
誉
教
授
に
推
挙
し
た
。
お
そ
ら
く
、
原

田
助
は
米
国
の
大
学
で
専
任
の
教
授
と
し
て
三
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
と
っ
た
最
初
の
同
志
社

人
で
あ
り
、
か
つ
ま
六
日
米
の
教
育
、
文
化
の
交
流

に
顕
著
な
働
き
を
し
た
日
本
人
で
あ
っ
た
0

,

、
、

J
一
、

ー
ノ

.
゛

、

,

、

、

'
.
一

、
』

、.

1929(昭和4)年、原田助歓迎会(中瀬古邸にて)
前列左から1人目片桐哲、 2人目松井七郎、 5人目難波紋吉中列左から1人目
三 源造、 2人目堀貞一、 3人目柏木養内、 4人目原田助、 6人目加藤延年、後
列左から1人目中瀬古六郎、 3人目田中良一、 8人目本宮弥兵衛
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籾
代
ヴ
ブ
チ
カ
ン
公
使
、
駐
伊
大
使
、
宮
内
庁
式
部

官
長
な
ど
を
つ
と
め
、
一
九
七
一
年
に
は
、
同
志
社

命

大
学
か
ら
文
化
博
士
の
名
誉
学
位
を
う
け
た
。
先
述

の
よ
う
に
長
女
芳
子
は
、
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授

な
ら
び
に
同
志
社
女
子
大
学
長
な
ど
を
つ
と
め
た
片

桐
哲
の
夫
人
で
あ
る
。

1
芳
子

1
純
子

1
美
佐
尾

原
田
助

1
勝
子
(
早
逝
)

佐
喜
子

1
文
子

1
精
1
美
也

一
九
三
二
年
、
ハ
ワ
イ
よ
り
帰
っ
て
、
京
都
上
加

、ノ

茂
に
居
を
お
き
、
余
生
を
送
っ
た
。
一
九
三
四
(
昭

和
九
)
年
、
古
稀
を
記
念
し
て
同
志
社
の
関
係
者
は

古
稀
記
念
会
を
開
き
、
東
京
の
岡
精
一
画
伯
の
制
作

し
た
肖
像
画
を
贈
り
、
祝
意
を
表
し
た
。
一
九
四
0

(
昭
和
一
毛
年
二
旦
二
日
永
眠
。
亨
年
七
七
歳
で

あ
っ
た
0
 
同
志
社
は
、
二
月
二
五
日
、
栄
光
館
に
お

い
て
、
社
非
と
し
て
葬
儀
を
行
っ
九
。
創
立
者
新
島

嬰
の
悲
願
で
あ
っ
た
伺
志
社
大
学
の
設
立
を
成
就
し

た
原
田
助
の
功
績
を
同
志
人
は
忘
れ
得
な
い
で
あ
ろ

う
0
 
ま
九
、
ま
す
ま
す
国
際
化
し
て
ゅ
く
時
代
に
あ

つ
て
、
同
志
社
の
生
ん
だ
最
も
す
ぐ
れ
た
国
際
人
の

一
人
と
し
て
、
そ
の
先
駆
的
な
働
き
を
わ
れ
わ
れ
は

永
く
記
念
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

簿
 
n
鯵
、

/

、
.
'中

●
、、

'

,

、

樋

.ユX

〔
,

一

弓

①
『
信
仰
三
十
年
基
督
者
列
伝
』
、
醒
社
、
大
正
一
0
年
、

四
四
頁
、
以
下
『
列
伝
、

②
原
田
健
編
、
『
原
田
助
避
集
』
昭
和
四
六
年
、
二
四
頁
、
以

下
『
遺
集
』

③
安
部
磯
雄
『
社
会
主
義
者
と
な
る
ま
で
』
改
造
社
、
昭
和
七

年
、
ニ
ニ
頁
以
下
、
岸
本
能
武
太
に
つ
い
て
は
、
同
志
社

大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
、
『
六
合
雑
誌
の
研
究
』
教
文
館
、

一
九
八
四
年
、
二
七
九
頁

④
原
田
助
『
信
仰
と
理
想
」
警
醒
社
、
明
治
四
二
年
、
九
0
頁

1
九
一
頁

⑤
同
右
書

⑥
『
遺
染
』
、
三
五
一
頁

⑦
『
列
伝
』
四
四
頁

⑧
『
遣
染
』
、
九
頁

⑨
『
遺
集
」
二
三
頁

⑩
同
右
書
、
五
三
七
頁

⑪
『
番
町
教
会
百
年
史
』
一
九
八
六
年
、
三
八
頁

⑫
『
平
安
教
会
百
年
史
、
、
一
九
七
六
年
、
四
八
頁
1
五
=
頁

⑱
『
遺
渠
』
一
四
七
頁

⑭
同
右
書
一
五
五
頁

⑮
原
田
助
「
同
志
社
の
現
状
及
び
将
来
の
希
望
」
、
一
九
0
七

年
⑯
『
遺
集
』
一
六
八
頁

⑰
『
遺
染
』
一
八
一
頁

⑱
↓
山
m
仁
誓
出
N
益
血
山
、
↓
プ
Φ
燭
曾
一
=
 
0
こ
§
=
"
↓
=
n

三
N
0
ヨ
一
=
N
=
、
一
Φ
一
▲
"
勺
一
中
0

⑲
『
遺
染
』
、
二
九
五
頁

⑳
『
同
志
社
百
年
史
」
、
第
一
巻
、
七
六
七
頁

⑳
『
遺
集
』
、
一
八
七
頁

⑳
『
同
志
社
百
年
史
』
、
七
八
一
頁

.

一
゛

、
一

IJ1八＼

1916(大正5)年夏、四男五女

左から健、泰、芳子、純子、美佐尾、淳、文子、精、美也、修

0.、

¥
{,

＼
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命
竹
中
正
夫
「
同
志
社
と
ハ
ワ
イ
L
『
同
志
社
丁
メ
リ
カ
研
究
、

第
二
吾
方
、
一
九
八
六
年

@
↓
器
仁
ズ
丘
工
伽
益
△
円
三
↓
=
血
仂
0
0
亘
 
m
一
円
E
切
 
0
{
牙
ゆ

〕
N
勺
伽
え
船
一
=
工
山
乏
山
一
1
m
0
ヨ
ゆ
 
0
{
一
=
Φ
ヤ
『
0
ぜ
一
ゆ
ヨ
m

0
0
口
一
門
0
=
一
三
伽
一
ず
Φ
 
m
Φ
6
0
=
血
 
0
含
ゆ
『
山
一
一
0
誹
こ
一
詩
m
二
・

一
女
一
ゆ
 
0
一
「
山
0
一
卸
0
 
即
ゆ
一
伽
一
一
0
罫
功
一
 
N
=
五
 
0
0
割
一
ゆ
門
ゆ
踊
n
ゆ
一

出
0
=
0
一
三
区
一
一
中
曽
一
血
N
-
N
 
や
N
勺
含
、
-
W
で
.

⑮
↓
帥
豊
欠
仁
工
N
ミ
N
、
.
、
〕
§
=
巾
m
ゆ
 
9
N
『
山
0
一
円
 
N
a

9
『
一
m
一
一
N
己
一
イ
ー
)
 
m
=
巳
魚
〕
N
冨
昆
盟
圃
一
烹
9
-

一
ル
m
伽
一
m
 
山
m
 
o
0
ヨ
冒
『
n
住
三
牙
↓
霊
0
三
口
四
 
0
-
 
9
『
一
.

m
二
山
ヨ
一
イ
ニ
、
島
註
.
、
"
、
、
島
一
.
こ
]
N
一
の
器
念
伽
"
乞
0
ぐ
.

一
絽
Φ

↓
山
m
づ
片
仁
出
山
益
住
山
、
ミ
)
 
m
一
仁
ル
て
 
0
一
一
m
x
-
、
ず
0
0
"
m
 
o
=

ケ
一
m
-
0
『
て
山
ロ
ル
如
n
0
伽
『
山
勺
=
イ
仁
m
ゆ
五
三
一
=
n
m
ゆ
n
0
口
畠
門
イ

功
0
=
0
0
-
m
 
0
一
〕
山
で
仙
=
一
一
=
m
二
一
仁
一
n
 
0
一
ヤ
山
0
一
助
0
 
知
m
一
山
.

二
0
=
m
.
 
M
=
ル
 
6
0
口
一
ゆ
『
ゆ
ヌ
ゆ
一
中
讐
、
五
山
一
山
冒
で
ゅ
『
、
ω
↓
で
.

@
原
田
和
歌
子
編
田
健
遺
染
』
、
昭
和
四
九
年

(
大
学
神
学
部
教
授
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
文
化
財
⑫鈴
木
重
治

一
い
そ
う
ぷ

う
六
へ
ん

泥
像
仏
頭
断
片
(
鎌
倉
時
代
以
前
)

、

見

一
.

第
三
遺
構
検
出
面
で
出
土
し
た
S
K
三
0
一
三
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。

S
K
三
0
三
一
か
ら
は
、
奈
良
時
代
の
須
恵
器

の
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
の
士
師
器
も
出
土
し
て
い

て
、
相
国
寺
の
創
建
以
前
の
も
の
ぱ
か
り
で
あ

る
。
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
が
写
真
に
示
し

た
仏
頭
の
断
片
で
あ
る
。

光
背
の
一
部
も
残
す
頭
部
片
は
、
い
わ
ゆ
る
泥

像
で
あ
っ
て
、
型
造
り
後
に
部
分
的
な
彫
り
や
ナ

デ
整
形
に
よ
っ
て
優
美
な
形
態
に
整
え
て
い
て
、

そ
の
胎
土
は
、
良
質
の
士
師
質
粘
土
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
伏
見
人
形
な
ど
の
江
戸
時
代
の
土
人
形

と
違
っ
て
、
型
造
り
で
あ
っ
て
も
キ
ラ
ラ
な
ど
の

剥
籬
材
を
使
用
し
な
い
ぱ
か
り
か
、
白
釉
、
緑

泥
、
褐
釉
、
赤
色
顔
料
な
ど
の
表
面
装
飾
の
な
い

素
朴
な
泥
像
で
あ
る
。
豊
満
な
肉
付
に
加
え
、
眉

か
ら
鼻
に
か
け
て
の
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
弧
線
、

器
面
が
荒
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
よ
く
残
存
し
て

い
る
長
目
の
耳
な
ど
に
古
い
様
相
を
し
の
ぱ
せ
て

い
る
。
伴
出
の
資
料
の
中
植
は
鎌
倉
時
代
の
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
泥
像
仏
自
体
は
、
奈
良
時

代
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
鋼
査
委
員
会
語
査
主
任
)

同
志
社
中
学
校
の
体
育
館
地
点
は
、
古
く
相
国

寺
境
内
の
西
南
部
に
当
っ
て
い
た
。
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
南
北
に
長
い
溝
が
、
築
地
塀

に
沿
う
側
泌
で
あ
る
。
こ
の
溝
の
東
側
、
つ
ま
り

旧
相
国
寺
.
の
境
内
に
は
大
、
小
の
廃
棄
坑
が
検
出

さ
れ
て
い
て
、
出
土
資
料
に
よ
っ
て
室
町
時
代
、

安
土
・
桃
山
時
代
な
ど
の
遺
構
が
区
別
さ
れ
た
。

こ
れ
.
ら
の
中
に
は
、
地
山
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
も

あ
っ
九
が
、
奈
良
時
代
の
整
地
届
の
一
部
と
考
え

ら
れ
た
土
層
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
も
み
ら
れ
た
。

冴
ナ

一
Υ
、
.
'

心
底

"り・
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同志社中学校体育館地点

Ⅱ区. S.K.3031 出土

残存高 3.5糎
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